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　雄物川・大森・大雄中学校が統合し、この
春開校した横手明峰中学校の開校式典が４月
15日に行われました。生徒数は514人で市内
２番目の規模の中学校になりました。
　生徒たちは、真新しい校舎や体育館、屋外
運動施設など充実した環境の下で横手明峰中
学校の歴史を作っていきます。

新たな友と希望の未来へ
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災害時の情報伝達と助成制度

 きめ細かな情報発信と被害への対応
　今回の暴風に関する市民の皆さんへの情報提供を振り返り、
伝達手段を再確認します。また、市では被害を受けた方を支
援する制度を、緊急に創設しました。市税の減免制度などと
あわせてお知らせします。

フ

ェ

イ

ス

ブ

ッ

ク

　
暴
風
に
関
す
る
情
報
提
供

　

市
で
は
、
４
月
４
日
、
午
前
４
時

28
分
に
『
よ
こ
て
安
全
・
安
心
メ
ー

ル
』
で
、
風
に
よ
る
家
屋
な
ど
の
被

害
や
停
電
の
注
意
喚
起
を
す
る
第
一

報
の
メ
ー
ル
を
配
信
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
各
地
域
の
停
電
や
断
水
の
状

況
、
地
域
局
で
の
対
応
、
停
電
の
復

旧
情
報
な
ど
を
７
日
ま
で
、
計
19
回
、

登
録
者
へ
配
信
し
て
い
ま
す
。　

　

さ
ら
に
、
４
日
早
朝
に
は
、
『
横

手
か
ま
く
ら
エ
フ
エ
ム
』
で
通
常
の

番
組
を
変
更
し
て
、
暴
風
情
報
を
放

送
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

横
手
市
役
所
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
、

公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
も
情
報
を
順
次

更
新
し
、
各
地
域
局
の
対
応
な
ど
を

お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。

  

　

市
で
は
、
今
後
も
災
害
時
の
情
報

発
信
体
制
を
再
確
認
し
、
き
め
細
か

な
情
報
提
供
に
努
め
ま
す
。　

　
暴
風
被
害
へ
の
助
成

　　

暴
風
被
害
で
発
生
し
た
廃
棄
物
の

処
理
費
用
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
対
象
と
な
る
方
／
暴
風
災
害
で
被

　

災
し
た
方　

◆
対
象
と
な
る
廃
棄
物
／
一
般
廃
棄

　

物
、
産
業
廃
棄
物

◆
助
成
額
／
廃
棄
物
処
理
施
設
で
支

　

払
っ
た
費
用
の
２
分
の
１
、
上
限

　

１
万
円

◆
申
請
期
限
／
５
月
16
日（
水
）

※
土
日
、祝
日
も
受
け
付
け
し
ま
す
。

◆
処
理
対
象
期
間
／
４
月
４
日（
水
）

　

〜
５
月
10
日（
木
）

※
４
月
30
日（
月
）、
５
月
３
日（
木
）

　

〜
５
日（
土
）は
、
各
環
境
保
全
セ

　

ン
タ
ー
へ
の
搬
入
を
受
け
付
け
し

　

ま
す
。

◆
申
請
方
法
／
印
鑑
、
預
金
通
帳
を

　

持
参
し
、
申
請
書
に
①
、
②
の
書

　

類
を
添
え
る
。

①
領
収
書
（
廃
棄
物
処
理
施
設
に
廃

　

棄
物
を
搬
入
し
た
際
の
原
本
）　

②
委
任
状
（
申
請
者
と
振
込
先
口
座

　

の
名
義
人
が
異
な
る
場
合
）

　

申
請
書
、
委
任
状
は
各
地
域
局
の

　

地
域
振
興
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
０
０
０
０

　

０
９
６
１
８
）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

　

ー
ド
で
き
ま
す
。

◆
問
合
せ
・
申
請
先
／
市
市
民
生
活

　

部
生
活
環
境
課
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
８
４
、
ま
た
は
各

　

地
域
局
地
域
振
興
課　

※
４
月
20
日
現
在
、
市
や
県
で
は
、

　

追
加
の
支
援
策
を
検
討
し
て
い
ま

　

す
。
具
体
的
な
対
策
が
決
ま
り
ま

　

し
た
ら
、
あ
ら
た
め
て
市
報
等
で

　

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。
な
お
、

　

支
援
策
に
該
当
す
る
場
合
は
、
被

　

害
の
状
況
が
わ
か
る
写
真
（
修
理

　

中
の
写
真
可
）
や
修
理
代
な
ど
の

　

領
収
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◎
農
業
施
設
の
被
害

【
問
合
せ
】横
手
市
産
業
経
済
部
農
業

　

政
策
課　

    

３
２
‐
２
１
１
２

◎
住
宅
等
の
復
旧

【
問
合
せ
】秋
田
県
平
鹿
地
域
振
興
局

　

建
築
課　
　

  

３
２
‐
６
２
０
６

◎
そ
の
他
暴
風
被
害
に
関
す
る
こ
と

【
問
合
せ
】横
手
市
市
民
生
活
部
く
ら

　

し
の
相
談
課  

３
５
‐
４
０
９
９

 

　横手市防災ラジオを配布します　
　防災ラジオは、緊急時に自動的にスイッチが
入り、市からの災害情報が放送される防災行政
無線の機能をもったラジオです。普段は、ＡＭ・
ＦＭのラジオ放送を聞くことができます。
　市では、今年度、対象者や対象施設に防災ラ
ジオを配布します。配布時期については、回覧
板でお知らせします。配布は、地域ごとに市が
委託した電気店が行います。
　なお、電池の交換や修理の費用は、ご自身の
負担になります。　
◆配布対象者・施設等／65歳以上の方のみの世
　帯、身体障がい者世帯、民生児童委員、消防
　団幹部、町内会や自治会、医療機関、災害時
　指定避難所　※年度内に随時配布します　
◆試験放送／緊急の試験放送を毎月１回、第２
　水曜日、午前11時50分頃行います。大きな音
　量で放送がありますので、ご注意ください。
◆問合せ／市総務企画部危機管理室（本庁北庁
　舎内）　35-2195、または各地域局地域振興課

  【配布される防災ラジオ】
                             
　　　　　　　　　　　　　 大きさ：幅　　200㎜
　　　　　　　　　　　　　　       高さ  103㎜
　　　　　                         奥行き 70㎜

　暴風で被害を受けた家屋等の固定   
  資産税の減免　
損害を受けた家屋等について、固定資産税の減
免を受けられる場合があります。家屋や課税台
帳に登録されている償却資産等で、資産税課の
被災状況調査の結果、２割以上の価格減少が生
じたと判断される場合です。
　一般的に、家屋の屋根がはがされただけの場
合は、減免に該当しません。固定資産税の第１
期納期限は５月31日ですので早めにご相談くだ
さい。
◆問合せ／市財務部資産税課（横手庁舎内）
　　32-2767、または各地域局地域振興課

　　被害を受けた住宅等の損害については、
　平成24年分所得の申告時に雑損控除の対象
　となる場合があります。詳細は、横手税務
　署（個人課税部門　32-6090）にお問い合わせ
　ください。

　

４
月
３
日
夜
半
か
ら
４
日
昼
過
ぎ

に
か
け
市
内
で
は
台
風
並
み
に
発
達

し
た
低
気
圧
の
影
響
に
よ
り
、
全
域

で
雪
を
伴
う
暴
風
と
な
り
ま
し
た
。

　

気
象
庁
に
よ
る
と
横
手
観
測
所
で

は
最
大
瞬
間
風
速
25
・
５
㍍
を
計
測

し
（
市
消
防
署
の
風
速
計
は
最
大
瞬

間
風
速
36
・
７
㍍
）
、
屋
根
の
ト
タ

ン
が
飛
ば
さ
れ
た
り
、
農
業
用
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
が
全
壊
し
た
り
す
る
な

ど
各
地
域
で
大
き
な
被
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

大
森
地
域
で
は
電
柱
が
真
っ
二
つ

に
折
れ
る
な
ど
し
た
た
め
、
ほ
ぼ
全

域
で
停
電
と
な
り
、
他
の
地
域
で
も

飛
ば
さ
れ
た
屋
根
の
ト
タ
ン
や
農
業

用
ビ
ニ
ー
ル
な
ど
が
送
電
線
を
切
断

し
た
り
絡
ま
っ
た
り
し
て
、
停
電
が

発
生
し
ま
し
た
。

　

東
北
電
力
の
発
表
に
よ
る
と
、
秋

田
県
内
で
延
べ
15
万
戸
を
超
え
る
大

規
模
な
停
電
と
な
り
、
横
手
市
内
で

も
約
１
万
３
，
９
０
０
戸
が
停
電
し

た
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
停
電
に
よ
り
、
広
い
範
囲
で

断
水
が
続
い
た
ほ
か
、
倒
れ
た
樹
木

が
道
を
ふ
さ
ぎ
、
通
行
で
き
な
く
な

る
な
ど
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
４
日
午
前
２
時
に
、
暴

風
災
害
連
絡
部
を
設
置
し
警
戒
体
制

を
と
り
ま
し
た
。
各
地
域
で
、
職
員

が
早
朝
か
ら
被
害
状
況
の
把
握
に
努

め
、
断
水
し
て
い
る
地
域
で
の
給
水

作
業
、
地
域
局
庁
舎
の
ト
イ
レ
開
放

や
携
帯
電
話
の
充
電
対
応
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
域
の
９
カ
所
に

避
難
所
を
設
置
し
、
う
ち
３
カ
所
の

避
難
所
に
一
人
暮
ら
し
世
帯
な
ど
６

世
帯
11
人
が
自
主
避
難
し
、
不
安
な

夜
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

被
害
件
数
は
、
４
月
19
日
現
在
、

建
物
被
害
７
９
１
棟
、
農
業
用
施
設

被
害
６
０
７
棟
、
倒
木
１
９
６
本
に

も
及
び
、
人
的
被
害
こ
そ
無
か
っ
た

も
の
の
、
春
の
嵐
は
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。

４月３日から４日にかけ市内全域で暴風被害

春の嵐、猛威をふるう

１_大森地域の市道をふさぐ電柱 ２_市内のいたるところで送電線に飛来物が絡まる被害が発生 ３_
ビニールハウスなど農業用施設にも大きな被害　４_大沢保育所前で行われた給水作業　５_大木も
根こそぎ倒されるほどの暴風が吹き荒れる（雄物川地域）
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今月の表紙

　横手明峰中学校の開校式典には、
生徒や保護者など約800人が出席
し、開校を祝いました。
　式典では五十嵐市長が「学校生
活を通じ自ら考え行動できる人に
なってほしい」と祝辞を述べ、永
沢弘校長は「創意工夫と情熱をも
って、何事にも臆することなくチ
ャレンジしてほしい」と生徒を激
励しました。最後に生徒を代表し
て石橋恵吾さんの「新しい学校で、
みんなで力を合わせて、明るい未
来を作っていきます」との力強い
宣言で式を締めくくりました。
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後三年合戦の歴史が地域を結ぶ 

美郷町と横手市が交流連携

調印を終え、固く握手を交わす松田
町長（左）と五十嵐市長（右）

　

美
郷
町
と
横
手
市
に
ま
た
が
る
一

帯
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
後
三
年
合
戦

を
よ
り
深
く
理
解
し
、
文
化
や
観
光

の
振
興
を
図
ろ
う
と
、
４
月
18
日
、

美
郷
町
と
横
手
市
が
『
後
三
年
合
戦

文
化
に
関
わ
る
交
流
連
携
協
定
書
』

の
調
印
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
は
、
横
手
市
金
沢
地
区
と

美
郷
町
金
沢
地
区
の
住
民
が
ぼ
ん
で

ん
や
掛
唄
な
ど
で
文
化
の
交
流
を
続

け
て
い
る
金
澤
八
幡
宮
で
行
わ
れ
、

両
市
町
の
商
工
団
体
、
観
光
協
会
、

Ｊ
Ａ
の
代
表
が
立
会
い
、
互
い
に
協

力
し
合
う
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

調
印
式
で
五
十
嵐
市
長
は
「
文
化
・

観
光
の
両
面
に
わ
た
っ
て
歴
史
的
な

遺
産
と
な
る
宝
物
を
生
か
し
、
我
々

の
地
域
の
元
気
に
結
び
付
け
た
い
」

と
述
べ
、
ま
た
美
郷
町
の
松
田
知
己

町
長
は
「
強
力
な
推
進
体
制
を
取
り
、

平
泉
の
源
流
と
し
て
地
域
が
広
く
認

知
さ
れ
、
さ
ら
に
活
力
あ
る
地
域
と

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

たゆまぬ努力の成果をたたえて

競技優秀者10人を表彰
　

４
月
21
日
、
浅
舞
公
民
館
で
横
手

市
ス
ポ
ー
ツ
賞
授
与
式
が
行
わ
れ
、

平
成
23
年
度
に
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
競
技
者
10
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
者
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

◎
第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

　

会
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
第
１

　

位
▼
松
井
優
貴
（
横
手
養
護
学
校
）

　

▼
谷
隼
人
（
県
特
別
支
援
学
校
体

　

育
連
盟
）

◎
第
11
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

　

会
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
第
２

　

位
▼
佐
藤
理
紗
（
横
手
養
護
学
校
）

◎
第
66
回
国
民
体
育
大
会
相
撲
競
技

　

団
体
第
４
位
▼
鈴
木
涼
汰
（
横
手

　

高
等
学
校
）
▼
鈴
木
源
汰
（
横
手

　

高
等
学
校
）

◎
第
66
回
国
民
体
育
大
会
陸
上
競
技

　

少
年
女
子
Ｂ
走
り
幅
跳
び
第
４
位

　

▼
高
橋
英
里
（
横
手
清
陵
学
院
高

　

等
学
校
）

◎
全
日
本
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク

　

ラ
ブ
カ
ッ
プ
男
子
選
手
権
大
会
第

　

３
位
▼
伊
藤
靖
隆
（
横
手
市
バ
レ

　

ー
ボ
ー
ル
協
会
）
▼
太
田
雄
太（
横

　

手
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
）
▼
市

　
川
雅
人
（
横
手
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　

協
会
）
▼
杉
山
翔
（
横
手
市
バ
レ

　

ー
ボ
ー
ル
協
会
）

大沢第二浄水場建設工事安全祈願祭 

水道水の安定供給を目指し

鍬入れをして工事の安全を祈願する佐藤市議
会議長（右）と五十嵐市長（左）

　

市
で
は
、
上
内
町
浄
水
場
の
老
朽

化
に
伴
い
、
現
在
稼
動
中
の
大
沢
浄

水
場
の
隣
接
地
に
、
新
た
に
大
沢
第

二
浄
水
場
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

４
月
11
日
、
新
浄
水
場
建
設
予
定

地
に
関
係
者
が
集
ま
り
、
工
事
の
安

全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

祈
願
祭
で
五
十
嵐
市
長
は
、
工
事

関
係
者
や
地
権
者
の
方
々
な
ど
に
感

謝
の
言
葉
を
述
べ
る
と
と
も
に
、
新

た
な
浄
水
場
の
完
成
で

「
よ
り
お
い
し
く
、
安

定
的
に
水
道
水
が
供
給

で
き
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
喜
ば
れ
る
も
の
と
思

う
」
と
期
待
を
込
め
ま

し
た
。

　

大
沢
第
二
浄
水
場
は
、

平
成
26
年
４
月
の
給
水

開
始
を
目
指
し
、
工
事

が
行
わ
れ
ま
す
。

え

り

新たな公共交通として、実証実験運行始まる 

デマンド交通運行協定を締結
　

４
月
16
日
か
ら
実
証
実
験
運
行
を

開
始
し
た『
横
手
デ
マ
ン
ド
交
通
』の

運
行
協
定
締
結
式
が
、
13
日
に
市
役

所
南
庁
舎
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
に
は
、
市
内
の
タ
ク
シ
ー

会
社
10
社
の
代
表
が
出
席
。
五
十
嵐

市
長
が
、

協
定
書
と

車
に
貼
り

付
け
る
マ

グ
ネ
ッ
ト

シ
ー
ト
を

手
渡
し
、

「
今
回
の

実
証
実
験

は
、
デ
マ

ン
ド
交
通
の
可
能
性
を
探
る
も
の
で

す
。
利
用
者
か
ら
意
見
や
要
望
を
い

た
だ
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
運
行
形
態
で

実
験
を
行
い
、
市
全
体
の
公
共
交
通

の
見
直
し
と
デ
マ
ン
ド
交
通
の
本
格

運
行
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

課
題
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
地
域
住

民
の
た
め
に
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

横
手
デ
マ
ン
ド
交
通
を
ご
利
用
い

た
だ
き
〝
横
手
市
に
あ
っ
た
新
し
い

公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
と
な
る
よ
う
〞

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
ご
要

望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
連
絡
先
／
市
総
務
企
画
部
経
営
企

　

画
課　
　

３
５
‐
２
１
６
４

横手デマンド交通運行協定を結んだ、10社の
タクシー会社の代表と五十嵐市長（右端）

災害廃棄物処理支援、被災地の復興支援への寄付／市長コラム

　～被災地の復興支援として寄付をお寄せいただいた方々～（敬称略）　～被災地の復興支援として寄付をお寄せいただいた方々～（敬称略）
・『平鹿を元気に』実行委員会
・ボーイスカウト秋田第53団育成会
・松與会館松経会
・小正月行事を楽しむ会

・有限会社三浦商店
・株式会社菅与
・国際ソロプチミスト横手
・横手清陵学院

　皆さんの善意に深く感謝申し上げます。
今後、市では被災地や被災者支援のために
役立てていきます。

　市民の皆さんと岩手県野田村の災害廃棄物仮置き場
の現状や処理の状況を視察します。現地で担当者から
説明を聞き、空間放射線量などの安全面について確認
します。
◆開催日／５月30日（水）　参加は無料です
◆視察先／岩手県野田村災害廃棄物仮置場ほか    
◆募集定員／先着60人

◆日程／【午前７時30分】市役所南庁舎前防雪センター  
      　 駐車場出発、【正午～午後２時】現地視察ほか、 
　　　　【午後６時30分】解散 
※バスで移動します。食事は個人負担になります（希
　望者には弁当を手配します）。
◆申込期限／５月23日（水）
◆申込方法／生活環境課に電話でお申し込みください。

岩手県野田村の災害廃棄物現地視察

東日本大震災の災害廃棄物処理を支援します東日本大震災の災害廃棄物処理を支援します

  東日本大震災で発生した災害廃棄物（震災がれき）の
受け入れについて、秋田県と岩手県の間では災害廃棄
物の処理に関する基本協定を結んでいます。市でも被
災地の復興を支援するため、協定に基づき災害廃棄物
の受け入れを予定しています。
　市の方針や今後の対応を説明するほか、市が行った
現地調査の結果を報告します。　

　また、国や秋田県、岩手県からも災害廃棄物処理の
状況をお知らせする予定です。ぜひご参加くださるよ
うお願いいたします。
◆日時／５月12日（土）午後６時～８時、５月13日（日）
　      午前９時～11時　※２回とも同じ内容です 。 
◆場所／あさくら館（駐車場はあさくら館のほか、朝倉
　      小学校の駐車場をご利用ください）

災害廃棄物の受け入れ説明会

【申込み・問合せ】市市民生活部生活環境課（横手庁舎内）　35‐2184【申込み・問合せ】市市民生活部生活環境課（横手庁舎内）　35‐2184

 ＨＰページ番号／000009670

 ＨＰページ番号／000009670

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

「
今
、わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
こ
と
」 

を
考
え
、行
動
し
た
い

市
長
コ
ラ
ム
 
①

市
長
コ
ラ
ム
 
①2121

い
ど
む

い
ど
む

　　

震
災
復
興
支
援
と
い
う
大
き
な
課
題
を

抱
え
な
が
ら
の
新
年
度
の
幕
開
け
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
４
月
３
日
夜
半
か
ら

の
雪
を
伴
う
暴
風
に
よ
る
大
き
な
被
害
は
、

平
成
３
年
の
台
風
19
号
以
来
の
規
模
と
な

っ
て
お
り
、
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

市
内
の
各
地
で
発
生
し
た
停
電
に
、
１

年
前
の
記
憶
を
新
た
に
し
た
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

市
で
は
復
興
支
援
と
し
て
昨
年
度
同
様
、

被
災
自
治
体
へ
の
職
員
派
遣
や
横
手
市
に

避
難
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
へ
の
物
心
両
面

の
支
援
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
被
災
地
に
は
様
々
な
問
題
が
有
り

ま
す
が
、
最
も
急
が
れ
る
も
の
の
一
つ
に

震
災
が
れ
き
の
処
理
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

沿
岸
部
の
岩
手
、
宮
城
、
福
島
の
３
県
で

は
約
２
，
２
０
０
万
ト
ン
も
の
膨
大
な
量

の
災
害
廃
棄
物
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
国

に
よ
る
と
、
が
れ
き
の
約
96
％
が
仮
置
き

場
に
搬
入
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
そ

の
内
最
終
処
分
が
終
わ
っ
た
も
の
は
７
％

弱
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

仮
置
き
さ
れ
て
い
る
が
れ
き
の
現
状
を

調
査
す
る
た
め
、
秋
田
県
に
広
域
処
理
の

要
請
が
あ
っ
た
岩
手
沿
岸
北
部
４
市
町
村

の
一
つ
で
あ
る
野
田
村
へ
、
私
も
住
民
代

表
の
皆
様
や
議
員
の
皆
様
ら
に
同
行
し
、

空
間
放
射
線
量
測
定
な
ど
を
視
察
し
、
安

全
性
を
確
認
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

議
会
で
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、
安
全

性
が
確
認
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
受
け

入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
、
受
け
入
れ
に
向
け
た
説
明
会
を
開
催

す
る
と
と
も
に
、
市
民
の
方
に
も
現
地
に

赴
い
て
も
ら
い
、
震
災
が
れ
き
の
現
状
と

安
全
性
な
ど
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
機
会

を
設
け
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
も
、
被
災
地
に
寄
り
添
っ
た

支
援
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
て
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
大
変
な
長
期
戦
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
岩
手
県
で

通
常
の
11
年
分
、
宮
城
県
で
は
19
年
分
と

さ
れ
る
量
の
が
れ
き
は
、
被
災
自
治
体
の

み
で
処
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
は
想

像
す
る
に
難
く
な
い
こ
と
で
す
。
日
本
全

体
で
、
震
災
が
れ
き
の
広
域
処
理
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
被
災

地
の
早
期
の
復
興
に
つ
な
が
る
こ
と
と
信

じ
て
い
ま
す
。
「
今
、
私
た
ち
に
で
き
る

こ
と
」
を
今
後
も
考
え
、
行
動
し
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

※市ホームページ(http://www.city.yokote.lg.jp)の『横手市ウェブサイトの情報を探す』に９桁のページＩＤを入力すると関連情報がご覧いただけます

　保育料は、児童の年齢および前年の世帯の課税額（所得税や市民税）などにより決定されます。
　今年度の保育料基準額（月額）は、昨年度と変更ありません。
  
　平成24年度横手市保育料基準額表

（注）平成22年度税制改正により、平成23年分の所得税から年少扶養控除および特定扶養控除の上乗せ部分が廃止さ
　　れましたが、保育料の階層の判定は、扶養控除見直し前の旧税額で算出します。

　減免特例
　＊同一世帯から同時に２人以上の児童が保育所・幼稚園等に入所している場合、保育料は次の額になります。
　　保育所・幼稚園等に入所している児童のうち、
　　　ア．年長者　　　　　　　　　・・・・・全額
　　　イ．アの次に年齢の高い児童　・・・・・２分の１の額
　　　ウ．上記以外の児童　　　　　・・・・・０円
　＊ひとり親世帯、在宅障がい者のいる世帯は保育料が減免になる場合があります。

  保育料助成制度（すこやか子育て支援事業）
　＊すこやか子育て支援事業は、秋田県が独自に実施している事業で、県と市町村が対象経費の２分の１ずつを負
　　担することによって、保護者の方々の負担する保育料を軽減する制度です。
　＊県では、平成21年８月から一部対象者の助成率を２分の１から４分の１に引き下げる制度改正をしていますが、
　　市では市の負担を上乗せし、制度改正前と同様の助成率で支援しています。

  【課税状況による助成率】

　◆留意点
　＊所得税の課税・非課税は、第１階層～第３－２階層が非課税、
　　第４－１階層～第８階層が課税世帯になります。
　＊所得制限基準額は、現行どおりです。保護者の所得が所得制限
　　基準額を超える場合は、助成の対象になりません。

　納付について
　＊保育料の納付期限は当該利用月の翌月末です。例えば、４月分の保育料は５月末が納期限となります。
　　納付の際は、安心で便利な口座振替が利用できます。預金口座のある金融機関でお申し込みください。
　　なお、納期限を過ぎて一定期間を経過すると督促手数料（１カ月分100円）が発生します。納め忘れのないよう
　　ご注意ください。

３歳未満児
      0円
  8,000円
 14,000円
 18,000円
 22,000円
 26,000円
 30,000円
 34,000円
 40,000円
 50,000円
 60,000円

３歳児
      0円
  5,000円
 11,000円
 14,000円
 20,000円
 24,000円
 26,000円
 28,000円
 30,000円
 34,000円
 38,000円

４歳以上児
      0円
  5,000円
 11,000円
 14,000円
 18,000円
 20,000円
 22,000円
 24,000円
 28,000円
 28,000円
 30,000円

区分の定義
生活保護世帯
市民税非課税世帯
市民税均等割の額のみの世帯
市民税所得割の額のある世帯
 20,000円未満
 20,000円以上   40,000円未満
 40,000円以上   71,500円未満
 71,500円以上  103,000円未満
103,000円以上  413,000円未満
413,000円以上  734,000円未満
734,000円以上

階層区分
第１
第２
第３－１
第３－２
第４－１
第４－２
第５－１
第５－２
第６
第７
第８

前
年
分
所
得
税
額

（
注
）

前
年
度
分
市

町
村
民
税
額

◆問合せ／市健康福祉部子育て支援課保育支援担当（横手庁舎内）　35-2133、または各地
　　　　　域局福祉担当課

２分の１助成
所得税非課税世帯　県１/４　市１/４
所得税課税世帯　　県１/８　市３/８

　　　　　　　　負担割合　　助成率

子 育 て

平成24年度保育料のお知らせ
横手市のホームページ http://www.city.yokote.lg.jp/ ページ番号000001596市営住宅

　
◆
入
居
条
件
／
公
営
住
宅
法
に
定

　

め
る
入
居
資
格
を
有
す
る
方
で

　

す
。
事
前
に
市
建
築
住
宅
課
で

　

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
家
賃
は
所
得
額
に
よ
っ

　

て
異
な
り
ま
す
。

　

※
暴
力
団
員（
同
居
者
を
含
む
）

　

は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
込
方
法
／
市
建
築
住
宅
課
窓

　

口
ま
た
は
各
地
域
局
産
業
建
設

　

課
で
入
居
希
望
者
本
人
と
面
談

　
を
行
い
ま
す
。
申
込
書
に
必
要

　

書
類
を
添
付
し
て
お
申
し
込
み

　

く
だ
さ
い
。（
郵
送
不
可
）

　

※
申
込
者
多
数
の
場
合
、
抽
選

　

と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
期
間
／
５
月
２
日（
水
）〜   

　

14
日（
月
）

◆
抽
選
会
／
５
月
25
日（
金
）の
予

　

定
（
入
居
条
件
を
満
た
す
方
に

　

連
絡
し
ま
す
）

◆
入
居
時
期
／
６
月
15
日（
金
）以

　

降
【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

　
　

３
５
‐
２
２
２
４
、
ま
た
は

　

各
地
域
局
産
業
建
設
課
（
午
前

　

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
、

　

土
日
・
祝
日
は
除
く
）

市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す 

〜
申
し
込
み
は
５
月
14
日
ま
で
〜　

ＨＰページ番号／000005891

①公営住宅
名　　称

南町住宅
増田新町団地
大中島住宅
西野団地住宅１号棟
上掵（かみはば）住宅
十五野住宅
旭団地

築年度
Ｓ54
Ｓ63
Ｓ56
Ｈ７
Ｓ54
Ｓ51
Ｈ19

間取り
３ＤＫ
３ＤＫ
３ＬＤＫ
３ＬＤＫ
３ＤＫ
２ＤＫ
３ＬＤＫ

家賃（円）
15,000～
14,000～
16,900～
26,000～
13,300～
10,000～
28,200～

        建築様式
４階建ての１階、４階

　　木造平屋建て
　　３階建ての２階、３階
　　３階建ての２階
　　２階建て（集合）　  
　　２階建て（集合）
　　２階建て（集合） 　 

募集戸数
２
１
２
１
１
１
１

地域名

 

横　手

②特定公共賃貸住宅

 
名　　称

田町団地
五十田団地
特定西野住宅

築年度
Ｈ16
Ｈ９
Ｈ10

間取り
２ＬＤＫ
３ＤＫ
１ＬＤＫ

家賃（円）
51,100～
52,700～
30,000

募集戸数
１
２
１

建築様式
　　　木造平屋建て
　　  木造平屋建て
　　  ３階建ての３階

 

大　森

増　田

十文字

地域名
増　田
平　鹿
大　森

 『横手の歴史（横手市史普及版）』を    
 刊行しました
『横手市史』編さん事業 11年かけ終了へ

 『横手の歴史（横手市史普及版）』を    
 刊行しました
『横手市史』編さん事業 11年かけ終了へ 　狂犬病予防注射は、毎年１回の接種が法律で義務

付けられています。予防注射は、お住まいの地域以
外でも受けられますので、直接会場へお越しくださ
い。また登録手続きも行っています。
◆日程・問合せ／狂犬病予防注射の実施会場、時間
　等の詳細については各地域局市民福祉課（横手地
　域は健康推進課）へお問い合わせください。

◆当日持参する物／愛犬手帳または犬鑑札、予防注
　射料3,070円（うち注射済票代550円）、登録手数料
　3,000円（新しく犬の登録をする場合）
  生後90日を過ぎた犬は必ず登録が必要です。一度
登録すれば生涯有効ですが、引越しや飼い主が変わ
ったとき、死亡したときは届出が必要です。

地　域
平　鹿
大　雄
雄物川
山　内
大　森
十文字
横　手
増　田

問合せ
  24-0007
　52‐3905
　22‐2157
　53‐2932
　26‐4030
　42‐5114
　33‐9600
　45‐5514

期　日
５月12日(土)・13日(日)
５月17日(木)・18日(金)
５月20日(日)・27日(日)
５月23日(水)・24日(木)
５月30日（水)・31日(木)
６月５日(火)・７日(木)・10日(日)
６月15日(金)～17日(日)
６月19日(火)～21日(木)

『狂犬病予防注射』を忘れずに！『狂犬病予防注射』を忘れずに！

しば た ばい けい

そう しょ

じん

　横手市史編さん事業では、これまで『横手市史』
全10冊と歴史資料や調査報告などをまとめた『横手
市史叢書』全11冊を刊行してきました。３月に『横
手の歴史（横手市史普及版）』が刊行され、市史編
さん事業も終了を迎えます。
　『横手の歴史』は、市史のダイジェスト版で、表紙
カバーに江戸時代の横手の画人・柴田楳渓の『阿桜
城（横手城）全景』を使用し、人類の誕生から平成
の大合併で新横手市が誕生するまでの歴史を、わか
りやすく表現しています。巻末には、年表や横手盆
地の航空写真などを掲載し、平成22年に国指定史跡
となった大鳥井山遺跡や、金沢柵推定地とされる陣
館遺跡をコラムで紹介するなど、最新の考古・歴史
研究の成果も盛り込まれています。
　ぜひこの機会に『横手の歴史』を
ご覧ください。
◆『横手の歴史（横手市史普及版）』は
　Ａ４判・オールカラー・200ページ。
　１冊1,000円（税込）で市内主要
　書店等で販売しています。
◆問合せ／横手地域局地域振興課
　　32-2701　

ＨＰページ番号／000005835ＨＰページ番号／000005835

だて

ＨＰページ番号／000005236ＨＰページ番号／000005236



Topics

         スポ少各支部で入団式を開催  

　４月15日、横手市スポーツ少年団横手支部の入団式
が行われ、123人の団員の入団を歓迎しました。式では
小野支部長が「体調管理に気をつけてがんばって」と
あいさつ。団員を代表し、横手バスケットボール・旭
スポーツ少年団の藤谷駿介さんと黒川スポーツ少年団
の大日向愛美さんが力強く誓いの言葉を述べました。

■サケの稚魚２万匹を放流（横手）

またこの川に戻って来てね

　４月８日、蛇の崎川原でサケの稚魚放流が行われまし
た。はじめに、主催者である横手南ロータリークラブの
加賀清太郎会長が「４年後、サケが大きくなって帰って
くるのを期待している。稚魚はきれいな水でないと住め
ないため、川を大事にしていきましょう」とあいさつ。
その後、参加した子どもたちが、２万匹の稚魚を放流し
ました。朝倉小学校３年の佐々木陸翔さんは「サケが気
持ちよく泳いでいけるよう願って放流した」と話し、雪
解けが進む横手川を泳ぐ稚魚の旅立ちを見送りました。

よこてっ子の未来に夢を馳せて

　４月７日、横手市民会館を会場に横手市子育てシンポ
ジウムが開催されました。生後まもなく全盲とわかった
ピアニスト辻井伸行さんの子育てについて、母・いつ子
さんが講演。ハンディキャップがあっても、上を向いて
笑える人生を歩んでもらいたいと願ういつ子さんの明る
く前向きな子育て体験を紹介し「あきらめなければ夢は
かなう」と説きました。また、子育て支援や地域おこし
で活躍する方々によるパネルディスカッションも行われ、
子育てをテーマに地域や親のかかわりを考えました。

■横手市子育てシンポジウム（横手）

子どもの可能性を信じ、褒めて伸ばす子育てについて語る辻井さん

体長５㎝ほどの稚魚を次々に放流

り く と

  寸劇などで被災地を激励

　４月８日、横手市交通指導隊が岩手県釜石市甲子地
区を訪問し、交通安全の寸劇を披露しました。隊員ら
は「暗くなってから外を歩くときは、運転手にもわか
りやすいよう反射材をつけよう」と呼びかけ、交通安
全グッズを配布しながら、いものこ汁や味付けごはん
を振る舞い、仮設住宅で暮らす方々を激励しました。

　山内小学校１年生の入学を祝い、４月９日、新入生20
人に交通安全の手作りマスコットが贈られました。
　このマスコットは、山内交通安全母の会が制作したも
ので『元気に、急がず、慌てず、車に気をつけて通学し
てください』というメッセージが添えられています。母
の会の大和チヨ会長は「かつては街頭指導で子どもたち
の安全を見守っていたが、スクールバスで通うようにな
ってからは、お守りのようなものを作って交通安全を呼
びかけている」と交通安全への思いを話してくれました。

車に気をつけて登校を
■交通安全マスコット贈呈（山内）

担任の先生から交通安全マスコット（左下円）を受け取る新１年生

か っ し

まなみ
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【
市
内
の
空
間
放
射
線
量
】

◆
期
間
／
3
月
21
日
〜
４
月
15
日

◆
場
所
／
横
手
消
防
署
・
雄
物
川

　

分
署

◆
結
果
／
０
・
０
４
〜
０
・
０
７

　

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
毎
時

５
月
15
日
号
か
ら
『
市
報
よ
こ

て
』
の
紙
面
の
一
部
が
変
わ
り

ま
す

　

15
日
号
は
、
表
紙
や
ま
ち
の
話

題
の
ペ
ー
ジ
以
外
は
、２
色
刷（
白

黒
）
に
な
り
ま
す
。
１
日
号
は
従

来
ど
お
り
で
す
。

市長面会日のお知らせ

◆日　　時／５月24日(木)午前９時～10時30分
◆面会人数／６人（１人につき15分程度）
◆申込期限／５月21日(月)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室
　　　　　  秘書・政策調整担当　　　　　　
　　　　　　　35-2111（内線1033、1034）

○軽自動車税全期
○固定資産税１期
納期限は５月31日です

◆市税等の納付は便利・安心・確実な
　口座振替で！
◆市財務部納税課（横手庁舎）　32-2518

１
８
15
22
29

７
14
21
28

６
13
20
27

５
12
19
26

４
11
18
25

２
９
16
23
30

３
10
17
24
31

５月 -May-

ＨＰページ番号／000001276

子育て
　

市
で
は
、
次
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
す
こ
や
か
に
生

ま
れ
育
つ
こ
と
が
で
き
、
男
女
が

互
い
に
尊
重
し
助
け
合
い
な
が
ら
、

安
心
し
て
楽
し
く
子
育
て
が
で
き

る
家
庭
と
地
域
社
会
を
つ
く
る
た

め
、
子
育
て
支
援
事
業
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
対
し
て
、
評
価
や

新
し
い
視
点
か
ら
の
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
よ
り
一
層
計
画
を
推
進

す
る
た
め
『
横
手
市
次
世
代
育
成

地
域
協
議
会
委
員
』
を
募
集
し
ま

す
。
子
育
て
経
験
豊
富
な
方
、
子

育
て
中
の
方
、
次
代
を
担
う
高
校

生
な
ど
の
積
極
的
な
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
子
育
て
に
関
心
の

　

あ
る
方
で
市
職
員
、
市
議
会
議

　

員
以
外
の
方

◆
募
集
人
数
／
一
般
市
民
３
〜
４

　

人
、
高
校
生
３
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
選
考
を

　

行
い
ま
す

◆
活
動
内
容
／
年
３
回
程
度
、
会

　

議
を
予
定

◆
報
酬
／
１
回
あ
た
り
３
，０
０
０

　

円
◆
任
期
／
２
年
間

◆
応
募
期
限
／
５
月
18
日（
金
）

◆
応
募
方
法
／
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、

　

メ
ー
ル
等
で
ご
応
募
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
３
３

　
　

３
２
‐
９
７
０
９

　

次
世
代
育
成
地
域
協
議
会
委
員
を
募
集
し
ま
す

　 ＨＰページ番号／000009663 
　　kosodate@city.yokote.lg.jp

 

ＨＰページ番号／000009668　
地
域
の
活
性
化
と
地
場
産
業
の

振
興
を
図
る
た
め
、
市
内
の
地
域

資
源
や
特
性
を
活
用
し
た
特
産
品

開
発
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を
補

助
し
ま
す
。
市
内
に
住
所
が
あ
る

団
体
ま
た
は
個
人
が
対
象
で
す
。

◆
補
助
額

　

対
象
経
費
の
２
分
の
１
以
内　

　

(

上
限
１
０
０
万
円)

※
審
査
会
で
査
定
し
ま
す

◆
補
助
制
限

①
原
則
と
し
て
、
過
去
に
市
特
産

　

品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
を
受

　

け
て
い
な
い
も
の
。

②
他
の
機
関(

国
・
県
等)

か
ら
補

　

助
を
受
け
て
い
な
い
も
の
。

◆
申
込
期
限

　

６
月
29
日(

金)

◆
対
象
経
費

①
特
産
品
と
そ
の
デ
ザ
イ
ン
開
発
・

　

改
良
に
要
す
る
経
費

②
特
産
品
の
生
産
・
流
通
・
販
路

　

開
拓
の
調
査
に
要
す
る
経
費

③
開
発
の
た
め
の
研
修
、
そ
の
他

　

人
材
養
成
に
要
す
る
経
費

④
製
造
に
必
要
な
機
器
等
の
購
入

　

費
や
レ
ン
タ
ル
に
要
す
る
経
費

市
特
産
品
開
発
支
援
事
業
補
助
金
の
お
知
ら
せ

 

ＨＰページ番号000009667　
出
展
登
録
し
た
市
内
の
農
業
者
、

食
品
関
連
企
業
の
方
に
は
、
優
先

的
に
商
談
会
等
の
案
内
や
情
報
を

提
供
し
ま
す
。
広
域
的
な
販
路
拡

大
の
機
会
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

◆
登
録
方
法
／
登
録
書
に
所
定
事

　

項
を
記
入
し
て
市
マ
ー
ケ
テ
ィ

　

ン
グ
推
進
課
に
提
出
し
て
く
だ

　

さ
い
。
登
録
書
は
『
食
と
農
か

　

ら
の
ま
ち
づ
く
り
』
の
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

　

き
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
５
月
31
日(

木)

首
都
圏
や
県
内
外
で
の
商
談
会
出
展
登
録
者
募
集
　　

【
申
込
み
・
問
合
せ
】
〒
０
１
３
‐
８
５
０
２ 

横
手
市
旭
川
一
丁
目     

  

３
番
41
号 

横
手
市
産
業
経
済
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
推
進
課（
県
平
鹿　

  
  

地
域
振
興
局
内
）　

３
２
‐
２
１
１
７ 　

３
２
‐
４
０
２
１

平成23年度採択：天然山菜の水煮
『よこて６次産業化プロジェクト』

市政情報便市役所からのお知らせ 
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高橋　宏実さん
たかはし　ひろみ（24歳・雄物川）

　

宏
実
さ
ん
は
、
高
校
の
時
に
測
量
の
仕
事
に

興
味
を
持
ち
、
仙
台
の
測
量
技
術
の
専
門
学
校

に
進
学
し
ま
し
た
。
卒
業
後
、
有
限
会
社
サ
サ

キ
用
地
計
画
に
就
職
し
、
今
年
で
５
年
目
。
測

量
士
と
し
て
、
土
地
や
建
物
の
測
量
に
携
わ
る

日
々
を
送
っ
て
い
ま
す
。

「
４
月
に
道
路
建
設
の
仕
事
で
、
岩
手
県
宮
古

市
を
訪
れ
ま
し
た
。
津
波
の
傷
跡
が
、
い
ま
だ

に
残
っ
て
い
る
現
場
を
目
の
当
た
り
に
し
、
被

害
の
甚
大
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
、

「
現
場
が
多
岐
に
わ
た
り
大
変
な
時
も
あ
り
ま

す
が
、測
量
の
仕
事
に
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
」

と
胸
を
張
っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
学
生
時
代
に
つ
い
て

　

中
学
か
ら
高
校
ま
で
の
６
年
間
、
仲
間
と
切

磋
琢
磨
し
な
が
ら
柔
道
を
続
け
ま
し
た
。
最
終

的
に
二
段
を
取
得
し
ま
し
た
。

◆
休
日
の
過
ご
し
方

　

地
元
の
友
人
と
顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
交
際
し
て
い
る
彼
女

と
過
ご
す
時
間
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。高橋さんは、前回
の安藤さんからのご紹介です。

 

  

埼
玉
県
川
口
市
出
身
の
雪
子
さ

ん
は
、
東
京
都
足
立
区
の
会
社
で

同
職
し
た
ご
主
人
と
、
平
成
元
年

に
結
婚
。
平
成
７
年
に
、
ご
主
人

の
転
勤
で
横
手
に
住
み
始
め
、
17

年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　

20
歳
、
18
歳
、
15
歳
と
３
人
の

お
嬢
さ
ん
に
恵
ま
れ
「
子
ど
も
た

ち
も
成
長
し
、
今
で
は
私
の
力
に

な
っ
て
く
れ
ま
す
」
と
う
れ
し
そ

う
に
目
を
細
め
ま
す
。

　

マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
チ
ー

ム
の
『
横
手
北
ク
ラ
ブ
』
に
10
年

以
上
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
雪
子

さ
ん
。
週
１
回
の
練
習
を
楽
し
み

に
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
大
会
に
出

場
し
て
い
ま
す
。
「
大
会
で
の
成

績
は
二
の
次
で
、
仲
間
と
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
が
と
て
も
楽

し
く
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し

て
い
ま
す
」
と
仲
間
と
の
交
流
を

大
切
に
し
て
い
る
様
子
で
す
。　

　

雪
子
さ
ん
の
ご
主
人
は
、
先
日

ま
で
、
上
海
（
中
国
）
の
工
場
で

４
年
間
、
精
密
機
械
の
製
造
指
導

を
し
て
い
ま
し
た
。
「
慣
れ
な
い

海
外
で
の
仕
事
は
大
変
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
主
人
が
帰
っ
て
来
た

の
で
、
ほ
っ
と
し
た
の
と
同
時
に
、

心
強
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
娘
た

ち
も
喜
ん
で
い
ま
す
」
と
微
笑
み
、

家
族
の
温
か
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。

          

        
            

　秋田押し花文化倶楽部横手会は「押し花の良さ
を多くの方に知ってもらいたい」と、押し花の講
師の資格を持つ代表の宮本ミエ子さんが、14年前
に教室を開いたのがきっかけとなり発足しました。
　現在会員は14人。秋田ふるさと村や境町公民館
で教室を行い、たいゆう緑花園の押し花コンテス
トをはじめ、市内や大潟村などで行われる展示会
に作品を出品しています。
　「花と一緒にその時の思い出を、いつまでも残
すことができるのが押し花の良さです。あぜ道に
咲く花や雑草、野菜なども材料になります。作品
は家に飾ったり、友だちにプレゼントしたりして
います」と会員の皆さんは笑顔を見せます。
　代表の宮本さんは「５月10日から30日まで、秋
田ふるさと村で押し花展を開催します。各日曜日
には体験教室も行いますので、ぜひ参加して押し
花の良さを感じてください」と話していました。
◆問合せ 代表・宮本さん 　090-9030-1521

材料（４人分）
○アク抜きわらび…200g　○にんじん…1/3本
○生しいたけ…３枚　○ボイルえび…12尾
【下煮用調味料】○酒…小さじ１　○みりん…小さじ２
○さとう…小さじ２　○うす口しょうゆ…小さじ２
【和え衣】○絹ごし豆腐…100g　○白すりごま…大さじ２
○マヨネーズ…大さじ２
作り方
①絹ごし豆腐は、クッキングペーパーなどで水気を取っ
　ておく。
②わらびは３㌢位に切り、にんじん、生しいたけは細切
　りにする。
③鍋に水100ccを入れ、下煮用調味料と②を加えて煮込み、
　冷ましておく。
④①の豆腐をボールに入れ、ゴムベラなどですりつぶし、
　白すりごま、マヨネーズを加えて混ぜる。
⑤③が冷めたら煮汁を切り、えびと一緒に④で和える。
◎今月の紹介者

１人分の栄養素
エネルギー 128.0kcal
タンパク質   9.5g
脂　　　質   8.0g
塩　    分   1.2g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色
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1

　手軽にわらび狩りを楽
しんでもらおうと、２年

前に『三又観光わらび園』を開園
しました。山内のわらびは〝よく
粘り、太く、やわらかい〟のが特
徴です。今年は６月２日にオープ
ンを予定しています。７月下旬ま
で収穫を楽しめますので、予約を
してお越しください。
※開園日：毎週日曜日と水曜日
（三又営農生産組合・石沢英夫組合長 　090-7524-8247）

2

 

わらびの白和え～マヨネーズ風～

　今月の食材　　    『わらび』

1

1

秋田押し花文化倶楽部横手会
押し花サークル（横手）

マーケティング推進課
　　　「よこて食のアカデミー」講師
栄養士　菅　妙子さん
　わらびは「おひたし」や「たたき」が定
番のメニューですが、豆腐が入りカル
シウムいっぱいの和え物もいいですよ。
少しわさびを加えると大人の味になり、
マヨネーズ抜きならカロリーも抑えら
れます。こごみや季節の野菜を使って
アレンジしてみてください。

佐藤　雪子さん
さとう　ゆきこ(45歳・横手）

埼玉県

■面積　61.97k㎡
■人口　579,308人
■世帯　261,535世帯

東京都

群馬県

長野県

千葉県

川口市
茨城県

栃木県

山梨県

埼玉県



　
　
『
緑
の
募
金
』に
ご
協
力
く
だ

　
　

さ
い

　
『
緑
の
募
金
』は
、
森
林
の
整
備
や

緑
化
の
推
進
な
ど
に
充
て
ら
れ
、
横

手
市
で
は
、
公
園
や
学
校
等
で
の
緑

化
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
で
の
苗
木
配
布

な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
受
付
期
限
／
５
月
31
日（
木
）

◆
受
付
場
所
／
各
地
域
局
産
業
建
設

　

課
※
横
手
地
域
局
管
内
で
は
各
出

　

張
所
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
農
林
整

　

備
課　

３
２
‐
２
１
１
４
ま
た
は

　

各
地
域
局
産
業
建
設
課

　
　

街
な
み
環
境
整
備
費
補
助
金

　
　

を
交
付
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
申
し
合
わ
せ
事
項
に

基
づ
き
、
羽
黒
町
と
上
内
町
地
区
で

板
塀
や
生
け
垣
を
新
設
す
る
方
に
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
申
込
期
限
／
５
月
31
日（
木
）

◆
問
合
せ
／
市
建
設
部
都
市
計
画
課

　
　

３
２
‐
２
４
０
８

　
　

第
１
回
横
手
市
育
児
講
座

　
　
『
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
』

◆
日
時
／
５
月
23
日（
水
）午
前
10
時

　

20
分
〜
11
時
30
分
※
受
付
は
午
前

　

10
時
〜

◆
場
所
／
横
手
体
育
館

◆
定
員
／
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と
そ

　

の
家
族
先
着
30
組

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
期
限
／
５
月
14
日（
月
）※
受

　

付
は
５
月
７
日(

月
）午
前
９
時
〜

◆
問
合
せ
／
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

　

ー　

３
２
‐
２
４
２
６

　
　

わ
ら
び
採
り
＆
処
理
方
法

　
　

学
習
講
座

　

山
内
の
黒
沢
わ
ら
び
園
で
の
収
穫

体
験
と
ア
ク
抜
き
方
法
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
５
月
30
日（
水
）午
前
８
時

　

30
分
〜
正
午

◆
集
合
場
所
／
あ
さ
く
ら
館

◆
定
員
／
市
内
在
住
の
方
先
着
15
人

◆
参
加
費
／
１
，
３
０
０
円

◆
持
ち
物
／
軍
手
、
帽
子
、
長
靴
、

　

ビ
ニ
ー
ル
袋
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、

　

雨
具

◆
申
込
期
間
／
５
月
８
日(

火)

〜
15

　

日（
火
）

◆
問
合
せ
／
横
手
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー　

３
５
‐
２
１
３
８

　
　

第
37
回

　
　
『
緑
の
中
を
歩
こ
う
会
』

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
当

日
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

◆
日
時
／
５
月
19
日（
土
）午
前
９
時

　

受
付
開
始
※
小
雨
決
行

◆
受
付
場
所
／
リ
ゾ
ー
ト
ハ
ウ
ス
ふ

　

れ
あ
い
（
大
森
）

◆
コ
ー
ス
／
芝
桜
フ
ェ
ス
タ
会
場
を

　

含
む
大
森
公
園
周
辺

◆
参
加
費
／
２
０
０
円

◆
問
合
せ
／
大
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ

　

ー　

２
６
‐
４
０
７
３

　
　

防
火
管
理
に
係
る
各
種
講
習

　
　
　

　

申
込
書
は
、
市
消
防
本
部
、
消
防

署
、
各
分
署
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

【
防
火
管
理
者
の
資
格
を
与
え
る
講
習

会
】

◆
日
時
／
７
月
５
日（
木
）・
６
日（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
４
，
５
０
０
円

【
甲
種
防
火
管
理
再
講
習
】

◆
日
時
／
７
月
５
日（
木
）午
後
１
時

　

30
分
〜
４
時

◆
テ
キ
ス
ト
代
／
２
，
５
０
０
円

《
共
通
事
項
》

◆
場
所
／
浅
舞
公
民
館

◆
受
付
期
間
／
５
月
７
日（
月
）〜
６

　

月
８
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
市
消
防
本
部
予
防
課

　
　

３
２
‐
１
２
１
８

　
　

銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

　
　

　

古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
を
所
持
す
る

場
合
は
、
県
教
育
委
員
会
に
登
録
が

必
要
で
す
。
該
当
す
る
方
は
審
査
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
奇
数
月
の
10
日
（
た
だ
し

　

11
月
は
９
日
、
３
月
は
８
日
）
午

　

前
９
時
〜
正
午

◆
場
所
／
県
庁
第
二
庁
舎
４
階

◆
手
数
料
／
刀
剣
類
一
振
り
に
つ
き

　

登
録
手
数
料
６
，
３
０
０
円
、
再

　

交
付
手
数
料
３
，
５
０
０
円

◆
問
合
せ
／
県
教
育
庁
文
化
財
保
護
室

　
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
５
１
９
４

　
　

平
成
24
年
度
戦
没
者
慰
霊
巡

　
　

拝
を
実
施
し
ま
す

　

厚
生
労
働
省
で
は
、
旧
主
要
戦
域

等
に
お
い
て
戦
没
者
を
慰
霊
す
る
た

め
、
遺
族
を
対
象
と
し
た
慰
霊
巡
拝

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
度

は
次
の
地
域
で
実
施
予
定
で
す
の
で
、

参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
　

◆
実
施
地
域
／
旧
ソ
連
、
中
国
、
東

　

部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

　

マ
リ
ア
ナ
諸
島
、
硫
黄
島
な
ど

◆
問
合
せ
／
県
健
康
福
祉
部
福
祉
政

　

策
課

　
　

０
１
８
‐
８
６
０
‐
１
３
１
８

　
　

平
成
25
年
歌
会
始
の
お
題
・

　
　

詠
進
歌
に
つ
い
て

◆
お
題
／『
立
』、
立
志
・
立
春
の
よ

　

う
に
熟
語
で
の
使
用
も
可

◆
詠
進
期
限
／
９
月
30
日（
日
）

◆
送
付
先
／
〒
１
０
０
‐
８
１
１
１

　

宮
内
庁
、
封
筒
に
『
詠
進
歌
』
と

　

書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

◆
宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／　
　
　

　

http://w
w
w
.kunaicho.go.jp/
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募　
集

お
知

ら
せ

募　
集

お
知

ら
せ

お
知

ら
せ

講　
座

講　
座

募　
集

お
知

ら
せ

催　
し

講　
座

お
知

ら
せ

募　
集

募　
集

情報情報
informationinformation

　
　

秋
田
型
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ

　
　

ネ
ス
起
業
支
援
事
業
募
集

　

県
で
は
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を

行
お
う
と
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
活
動

団
体
等
を
支
援
し
ま
す
。

◆
補
助
金
の
額
／
補
助
対
象
経
費
の

　

２
分
の
１
以
内
で
、
上
限
30
万
円

◆
募
集
期
限
／
６
月
29
日（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　

秋
田
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー

　
　

３
８
‐
８
２
４
８

　
　

防
犯
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
と

　
　

標
語
を
募
集
し
ま
す

　

ど
な
た
で
も
応
募
で
き
、
作
品
は

未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
。

◆
課
題
／
①
子
ど
も
と
女
性
の
犯
罪

　

被
害
防
止
、
②
住
宅
を
対
象
と
し

　

た
侵
入
犯
罪
防
止
、
③
万
引
き
防

　

止
、
④
自
転
車
盗
防
止
、
⑤
暴
力

　

団
追
放

◆
応
募
基
準
／
【
ポ
ス
タ
ー
】
作
品

　

に
は
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
文
字
を
入
れ

　

ず
、
Ｂ
３
判
・
Ａ
２
判
相
当
の
用

　

紙
に
横
が
き
で
作
成
【
標
語
】
１

　

課
題
に
つ
き
１
人
１
点
応
募
可
。

　

郵
便
は
が
き
、
ま
た
は
、
は
が
き

　

大
の
も
の
１
枚
に
、
１
作
品
を
縦

　

書
き
で
記
入

◆
申
込
期
限
／
６
月
15
日（
金
）

◆
申
込
み
・
問
合
せ
／（
社
）秋
田
県

　

防
犯
協
会
連
合
会　

〒
０
１
０
‐

　

０
９
５
１　

秋
田
市
山
王
四
丁
目

　

１
‐
５

　
　

０
１
８
‐
８
６
６
‐
５
３
１
５

　
　

秋
田
県
育
英
会
奨
学
生
募
集

　
　

　

平
成
24
年
４
月
に
大
学
・
短
期
大

学
へ
入
学
し
た
方
を
対
象
に
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
必
要
書
類
は
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
で
き
ま
す
。

◆
貸
与
月
額
／
５
０
，
０
０
０
円

◆
募
集
人
員
／
30
人
程
度

　

※
選
考
に
よ
り
決
定
し
ま
す

◆
申
込
期
間
／
５
月
７
日（
月
）〜
28

　

日（
月
）【
必
着
】

◆
問
合
せ
／（
財
）秋
田
県
育
英
会

　
　

０
１
８
‐
８
６
７
‐
２
３
１
１

　
　

第
10
回
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ

　
　

ー
ツ
大
会
申
込
み
受
付
開
始

◆
大
会
期
日
／
９
月
１
日(

土)

◆
種
目
／
陸
上
競
技
、
水
泳
、
卓
球
、

　

サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス
、
ア

　

ー
チ
ェ
リ
ー
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
フ

　

ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
バ
レ
ー
ボ

　

ー
ル
（
精
神
障
害
）

◆
申
込
方
法
／
市
社
会
福
祉
課
窓
口

　

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
記
入
の

　

上
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
※
申

　

込
書
は
５
月
１
日(

火)

配
布
開
始

◆
申
込
期
限
／
６
月
８
日（
金
）

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
障
害
者
ス
ポ
ー

　

ツ
協
会

　
　

０
１
８
‐
８
６
４
‐
２
７
５
０

　
　

大
曲
技
術
専
門
校

　
　

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

　

お
勤
め
し
て
い
る
方
が
対
象
で
す
。

【
①
Ｎ
Ｃ
工
作
機
械
の
基
礎
】

◆
期
日
／
５
月
９
日（
水
）・
10
日（
木
）

【
②
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習
】

◆
期
日
／
５
月
15
日（
火
）・
16
日（
水
）

【
③
第
二
種
電
気
工
事
士
筆
記
試
験（
上

期
）準
備
講
習
・
実
践
編
】

◆
期
日
／
５
月
22
日（
火
）・
23
日（
水
）

《
共
通
事
項
》

◆
場
所
／
大
曲
技
術
専
門
校

◆
時
間
／
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◆
受
講
料
／
無
料（
テ
キ
ス
ト
代
別
）

◆
定
員
／
①
・
②
15
人
、
③
20
人

◆
申
込
み
／
大
曲
技
術
専
門
校

　
　

０
１
８
７
‐
６
２
‐
６
３
２
１

　
　

平
成
24
年
度『
秋
田
Ｌ
Ｌ
大
学

　
　

園
』（
全
７
回
）受
講
生
募
集

　

高
齢
期
の
生
活
を
充
実
し
た
も
の

と
す
る
た
め
の
入
門
講
座
で
す
。
生

き
が
い
づ
く
り
、
交
流
・
仲
間
づ
く

り
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
１
回
目
は
６
月
29
日(
金)

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分
、
12

　

月
ま
で
毎
月
１
回
開
催

◆
場
所
／
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ
ら
ざ

　

ほ
か

◆
受
講
資
格
／
お
お
む
ね
60
歳
以
上

　

の
方
で
、
平
成
22
・
23
年
度
に
受

　

講
し
て
い
な
い
方

◆
受
講
料
／
２
，
０
０
０
円

◆
定
員
／
先
着
30
人

◆
申
込
方
法
／
各
地
域
局
市
民
福
祉

　

課
窓
口
（
横
手
地
域
は
、
横
手
庁

　

舎
１
階
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　

タ
ー
）
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

◆
申
込
期
限
／
５
月
31
日（
木
）

◆
問
合
せ
／
公
益
財
団
秋
田
県
長
寿

　

社
会
振
興
財
団
（
Ｌ
Ｌ
財
団
）

　
　

０
１
８
‐
８
２
９
‐
２
８
８
８

講　
座

　固定資産税の納税通知書と課税明細書
　５月中旬に固定資産税の納税通知書と課税明細
書をお届けします。この課税明細書により、固定
資産の評価額や資産がどこにあるかを知ることが
できます。なお、今年度は固定資産の評価替えに
より、土地と家屋の評価額が変更になりますので、
明細書が届きましたら内容をご確認ください。
※固定資産税の納期は１期（５月末日）から５期
　（翌年の１月末日）までの５回となっています。

　建物を取り壊した場合は
　登記されている建物を取り壊したときは、法務
局で滅失登記の手続きをしてください。また、登
記していない建物や滅失登記ができないときは、
市財務部資産税課または各地域局地域振興課に家
屋滅失届を提出してください。建物の税金は、市
で取り壊しを確認した翌年から課税されなくなり
ますので、早めの手続きをお願いします。

◆問合せ／市財務部資産税課（横手庁舎内）
　　　　　　32-2767または各地域局地域振興課

固定資産税の納税通知書と課税明細書
５月中旬にお届けします
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地域からのお知らせ いどばたプラザ～idobata plaza～

広告広告

　
おやこのふれあい『チャイルドヨガ・マッサージ体験会』
●日時／５月17日(木)午前10時～ ●場所／サンサン横手 
●対象／１歳半～未就園児と保護者 ●参加費／500円（オ
イル代） ●申込み／はなはな 黒丸さん 　0187-62-8787
　　　
真美会『春の洋画展』
●期間／５月18日(金)～21日(月)、午前９時～午後６時
※18日は午後１時から公開、21日は午後５時まで ●場所
／Ｙ2(わいわい）ぷらざ　●入場料／無料　●問合せ／
真美会事務局 佐々木さん 　32-4813
　
自然観察会『春の雄勝峠を歩こう』
●日時／５月19日(土)午前９時～午後４時（小雨決行・雨
天中止） ●集合場所／異人館前（湯沢市雄勝町）　●参加
費／無料　●申込み／不要  ●持ち物／昼食、飲み物 、
雨具、長靴　●問合せ／自然観察指導員雄平会 栗山さん 
　0183-52-3020
　
『星の観望会』 ～春の星座と惑星観測～
●日時／５月19日(土)午後７時～９時（雨天・曇天は中止）
●場所／秋田ふるさと村第４駐車場 ●参加費／無料 ●
問合せ／横手星の会 武市さん 　33-3997
　
ほろっとキッズ『春の野山で遊ぼう！』
●日時／５月20日(日)午前９時～午後３時　●場所／保
呂羽山少年自然の家 ●対象／小学生（保護者参加可） ●
定員／先着20人  ●参加費／1,000円（昼食・保険代） ●
申込期限／５月11日(金)  ●申込み／ほろっとキッズ 
高橋さん（沼館保育園）　22-4511
　
自然を愛する皆さんの集い  ～アウトドア特別企画～
　春のりんご園でアウトドアを楽しみましょう。
●日時／５月20日(日)午前９時45分～（雨天決行） ●集合
場所／煉瓦屋（寿町） ●活動場所／横手市楢沢・高橋正一
りんご園  ●内容／植物散策、野外コンサート、バイキ
ング　●参加費／大人2,500円、小学生1,500円、幼児無料
●申込期限／５月17日(木) ●申込み／煉瓦屋 　33-2811
　
『いのちを愛おしむ朗読の集い』
●日時／５月20日(日)午後２時～２時40分　●場所／Ｙ2
(わいわい）ぷらざ　●内容／星野富弘氏の詩朗読と読み
語り ●入場料／無料 ●問合せ／グループ木もれび 柴田
さん 　090-9034-8912
　
龍生派秋田県南部支部『いけばな展』
●期間／５月26日(土)・27日（日）、午前10時～午後６時
●場所／Ｙ2(わいわい）ぷらざ ●入場料／無料 ●問合せ
／同支部 事務局 高橋さん 　33-5761
　

 　　

　
雅楽を楽しむ会
●日時／５月６日(日)午前10時30分～ ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ ●入場料／無料 ●問合せ／雅楽を楽しむ会
実行委員会 　32-0650
　
今野武志作『竹細工・絵画作品展』
●期間／５月９日(水)～30日(水)、午前９時～午後５時
●入場料／無料  ●場所・問合せ／南部シルバーエリア 
　26-3880
　
『カルトナージュ講習会』～メモ用紙入れ作り～
●日時／５月９日(水)午後１時～４時 ●場所／Ｙ2(わい
わい）ぷらざ  ●参加費／2,500円（材料費）  ●申込み／
アトリエ・レ・パピエ・ドゥ深田さん 　080-5575-6525
　　
『押花・ポーセラーツ』作品展
●期間／５月10日（木）～30日(水) ●場所／秋田ふるさと
村工芸展示館 ●入場料／無料 ※各日曜日に体験会を有
料で行います ●問合せ／宮本さん 　090-9030-1521
　
太極拳おおもり『太極拳教室』　
　どなたでも参加できますので、見学に来てください。
●日時／５月10日(木)午後１時30分～３時※毎週木曜日
開催 ●場所／南部シルバーエリア ●参加費／１回600円 
※見学無料  ●問合せ／瀬川さん 　090-7667-6701
　
『第19回 横手師仙会 書道展』
●期間／５月11日(金)～13日（日）、午前９時～午後５時
※13日は午後４時まで ●場所／Ｙ2(わいわい）ぷらざ ●
入場料／無料　●問合せ／北條さん 　24-2563
　
本多豊國氏『墨絵ライブ』
  墨絵・絵本画家の本多豊國氏と一緒に墨絵に挑戦して
みませんか。汚れてもいい服装で参加してください。
●日時／５月13日(日)午後１時～３時　●場所／秋田公
立美術工芸短期大学（秋田市新屋）　●参加費／無料　●
対象／幼児～高校生  ●申込み／ラボパーティ 岩見谷
さん 　32-1526
　

 

　「被災地から横手に避難している子どもたちや家族に、
笑顔で過ごしてほしい」そんな願いを込めて、震災復興
支援イベントを開催します。どなたでも参加できます。
◆期間／５月４日（金）・５日（土）、10：00～16：00
◆場所／よこてイースト、Ｙ2（わいわい）ぷらざ
◆内容／【ゲームWii（ウィー）を楽しもう！】（参加無料）
　　　　◎時間／10：00～14：00 ◎対象／中学生以下
　　　　【復興支援『三陸復興市』】
　　　　釜石市や気仙沼市の三陸特産品を販売します。
　　　　この他にも、たくさんの催しを予定しています。
◆問合せ／市総務企画部 市長公室 　35-2189

第２回 子どもたちに笑顔と元気をWii～！第２回 子どもたちに笑顔と元気をWii～！

しん　び　かい

　５月７日から入浴料を変更させていただきます。
◆変更内容／①入浴料（大人）250円を300円
　　　　　　②回数券2,000円を2,500円
◆問合せ／上畑温泉緑地管理センター ゆ～らく　45-9001

上畑温泉 ゆ～らく『入浴料変更』のお知らせ上畑温泉 ゆ～らく『入浴料変更』のお知らせ

東日本大震災復興支援イベント東日本大震災復興支援イベント

献血日程
月日・地域 実　施　場　所 受付時間 種類

５月２日(水)
横　手

５月15日(火)
横　手

10：00～11：40
13：00～15：40
10：00～11：00
12：30～16：00

全血
イオン横手店

ＪＡ秋田ふるさと駅前本店
平鹿総合病院

し　せん かい

いどばたプラザいどばたプラザ
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日本国秋田県横手市

ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

読者の声

広告

　

東
日
本
大
震
災
後
、
毎
日
の
よ
う

に
各
地
で
地
震
が
あ
り
、
県
内
で
も

小
さ
な
地
震
が
度
々
あ
り
ま
す
。
ラ

ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
ロ
ー
ソ
ク
、
マ

ッ
チ
、
薬
、
水
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食

品
な
ど
、
非
常
袋
に
詰
め
て
い
つ
で

も
持
ち
出
せ
る
よ
う
目
の
届
く
所
に

用
意
し
て
い
ま
す
。
こ
の
袋
が
必
要

で
な
い
事
を
神
仏
に
お
祈
り
す
る
毎

日
で
す
。（Ｔ

・
Ｎ
さ
ん
・
83
歳
・
増
田
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
。
被
災

地
の
み
な
さ
ん
の
お
役
に
立
て
る
こ

と
は
な
い
か
、
私
に
で
き
る
こ
と
は

何
だ
ろ
う
と
考
え
な
が
ら
も
、
何
も

で
き
ず
に
過
ぎ
た
一
年
で
し
た
。
被

災
者
の
大
切
な
財
産
が
、
ガ
レ
キ
と

呼
ば
れ
、
行
き
場
を
失
っ
て
い
る
現

実
に
も
心
が
痛
み
ま
す
。
今
、
私
は
、

現
地
に
行
っ
て
こ
の
目
で
現
状
を
見

て
み
た
い
、
そ
し
て
、
被
災
者
の
方

た
ち
と
会
話
を
し
、
食
事
を
し
た
り

特
産
品
を
買
っ
た
り
し
て
、
少
し
で

も
応
援
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
春
一
番
さ
ん
・
59
歳
・
横
手
）

　

３
月
１
日
号
の
『
巧
』
を
拝
見
し
、

横
手
市
が
ど
ぶ
ろ
く
特
区
と
い
う
事

を
知
り
ま
し
た
。
粟
ど
ぶ
ろ
く
が
完

成
す
る
ま
で
に
は
大
変
な
苦
労
が
あ

っ
た
よ
う
で
す
ね
。
「
挑
戦
は
面
白

い
」
な
ん
て
、
す
ば
ら
し
い
と
思
い

ま
す
。
私
も
負
け
ず
に
い
ろ
ん
な
事

に
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
あ
ー
さ
ん
さ
ん
・
37
歳
・
雄
物
川
）

　

お
と
と
し
に
続
き
去
年
、
今
年
と

大
雪
の
ニ
ュ
ー
ス
に
心
が
痛
み
ま
し

た
。
昔
は
２
階
か
ら
出
入
り
し
た
り
、

屋
根
か
ら
田
ん
ぼ
に
向
っ
て
ス
キ
ー

が
出
来
た
り
と
大
雪
が
当
た
り
前
で

し
た
。
で
も
近
年
は
少
な
い
年
が
多

か
っ
た
か
ら
、
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
も
も
う
春

は
そ
こ
ま
で
、
梅
、
桜
と
花
見
の
季

節
で
に
ぎ
わ
い
ま
す
ネ
。

（
ぶ
う
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
66
歳
・
東
京
都
）

　
「
雪
を
う
た
う
」
の
俳
句
を
読
ま
せ

て
も
ら
い
、
み
ん
な
素
晴
ら
し
く
感

動
し
ま
し
た
。
心
に
ズ
シ
ン
と
き
た

の
は
、
被
害
に
あ
っ
た
地
を
思
い
、

そ
こ
へ
は
降
ら
な
い
で
、
こ
こ
へ
、

被
害
の
な
い
こ
こ
へ
降
れ
と
い
う
気

持
ち
。
雪
が
多
い
だ
の
と
文
句
ば
っ

か
り
言
っ
て
い
た
自
分
を
は
ず
か
し

い
と
思
い
ま
し
た
。

（
Ｍ
・
Ｉ
さ
ん
・
62
歳
・
増
田
）

　

先
日
テ
レ
ビ
で
私
の
育
っ
た
雄
物

川
町
の
お
い
し
い
味
が
紹
介
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
番
組
を
見
な
が
ら
懐
か

し
い
気
持
ち
で
故
郷
を
思
い
う
か
べ

回
想
し
て
い
ま
す
。
今
年
の
夏
は
墓

参
り
に
で
も
行
こ
う
か
な
…
。

（
鈴
木
昭
雄
さ
ん
・
57
歳
・
東
京
都
）

　

夫
の
介
護
を
し
て
い
る
私
は
、
施

設
の
申
し
込
み
を
数
カ
所
し
て
い
ま

す
が
、
な
か
な
か
入
所
が
難
し
い
で

す
。
一
年
前
ま
で
は
他
人
事
と
思
っ

て
い
ま
し
た
が
、
い
ざ
老
々
介
護
に

な
る
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
ば
か

り
。
で
も
こ
れ
か
ら
は
前
向
き
に
考

え
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
ふ
う
せ
ん
さ
ん
・
64
歳
・
増
田
）

　

横
手
駅
前
の
Ｙ
（
わ
い
わ
い
）
ぷ

ら
ざ
２
階
の
児
童
セ
ン
タ
ー
を
、
３

月
下
旬
に
娘
、
孫
と
初
め
て
利
用
し

ま
し
た
。
休
み
も
少
な
く
子
育
て
中

の
人
に
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
施
設

だ
と
思
い
ま
し
た
。
と
て
も
楽
し
く

な
か
な
か
孫
が
帰
ろ
う
と
せ
ず
苦
労

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
孫
が
来
た
ら

ま
た
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん
・
51
歳
・
横
手
）

　

停
電
の
時
に
備
え
て
反
射
式
ス
ト

ー
ブ
を
買
わ
ね
ば
と
思
い
な
が
ら
も

つ
い
つ
い
先
延
ば
し
に
な
っ
て
い
た

矢
先
、
４
月
４
日
、
春
の
嵐
に
よ
る

停
電
が
や
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。

市
内
の
お
店
に
電
話
し
た
と
こ
ろ
、

反
射
式
ス
ト
ー
ブ
の
在
庫
が
あ
る
と

の
こ
と
。
急
い
で
買
い
に
行
き
ま
し

た
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
日
ご

ろ
か
ら
備
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
岩
ち
ゃ
ん
・
60
歳
・
十
文
字
）

　

冬
の
行
事
も
終
わ
り
、
暖
か
な
日

だ
っ
た
り
急
に
寒
か
っ
た
り
の
お
天

気
で
す
。
こ
う
し
て
春
が
近
づ
い
て

来
る
の
を
感
じ
ま
す
。
こ
の
横
手
の

地
域
の
『
巧
』
の
磨
き
を
か
け
た
見

事
な
技
を
読
む
の
が
と
っ
て
も
楽
し

み
で
す
。
次
は
ど
の
方
の
技
か
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

（
小
川
ゆ
う
子
さ
ん
・
66
歳
・
十
文
字
）

　

凍
て
つ
く
よ
う
な
寒
い
日
が
続
い

た
今
冬
で
し
た
。
こ
こ
二
、
三
日
い

く
ら
か
陽
ざ
し
が
窓
辺
に
さ
し
こ
む

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ど
れ
だ
け
み

ん
な
が
春
を
待
ち
こ
が
れ
て
い
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
昔
は
今
ご
ろ
は
ピ
カ

ピ
カ
の
一
年
生
が
先
生
に
手
を
ひ
か

れ
下
校
す
る
も
の
で
し
た
。
今
は
そ

ん
な
風
景
も
全
然
見
ら
れ
ず
淋
し
い

も
の
で
す
。

（
Ｃ
・
Ｅ
さ
ん
・
68
歳
・
平
鹿
）

　

寒
い
寒
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

あ
っ
と
い
う
間
に
春
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
季
に
な
る
と
気
を
付
け
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
が
、
交
通
安
全
で

す
。
車
や
自
転
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
や
す
く
、
お
年
寄
り
や
幼
児
は
特

に
危
険
で
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
に
は
、
春
の
運
転
は
よ
り
一
層
気

を
付
け
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

（
出
羽
の
黒
狸
・
56
歳
・
大
森
）

　
『
川
立
ち
の
つ
れ
づ
れ
記
』
と
い
う

本
を
読
む
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
先
、
小
規
模
農
家
の
あ
り
方
を
自

分
な
り
に
見
極
め
な
が
ら
築
い
て
い

く
目
標
が
得
ら
れ
る
一
冊
と
な
り
ま

し
た
。
お
い
し
い
米
づ
く
り
、
野
菜

等
、
自
給
自
足
の
生
活
、
新
鮮
で
か

つ
安
心
し
て
食
せ
る
物
づ
く
り
を
し

な
が
ら
、
の
ん
び
り
こ
ぢ
ん
ま
り
と

暮
ら
し
て
行
け
た
ら
い
い
と
思
い
ま

し
た
。（

夢
追
蛍
さ
ん
・
60
歳
・
横
手
）

　

雪
深
い
横
手
に
も
春
の
訪
れ
で
す
。

『
除
雪
に
つ
い
て
一
筆
啓
上
』
で
す
。

最
近
小
型
除
雪
機
で
家
の
周
囲
の
除

雪
を
す
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
遠
く

へ
飛
ば
そ
う
と
す
る
雪
が
、
せ
っ
か

く
消
え
た
道
路
に
降
り
積
も
っ
た
状

態
に
な
り
ま
す
。
連
れ
立
っ
て
歩
い

て
い
た
幼
児
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
共

に
転
ん
で
い
る
の
を
見
か
け
ま
し
た
。

車
だ
け
で
な
く
お
年
寄
り
か
ら
子
ど

も
ま
で
歩
く
道
路
で
す
。
道
路
に
ス

コ
ッ
プ
で
雪
出
し
す
る
行
為
と
と
も

に
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で

す
。

（
交
通
安
全
マ
モ
ル
君
・
77
歳
・
横
手
）

　

核
家
族
化
が
進
み
、
実
際
に
お
年

寄
り
と
接
す
る
機
会
の
な
い
子
ど
も

た
ち
も
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
老
人
施
設
に
入
所
し
て
い
る

方
と
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
交
流

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
ら
、
お
年

寄
り
は
元
気
な
子
ど
も
た
ち
か
ら
パ

ワ
ー
を
も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
し
、

子
ど
も
た
ち
に
も
よ
い
影
響
を
与
え

て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

（
照
井
栄
子
さ
ん
・
51
歳
・
横
手
）

発行号「５月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　５月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　平成23年度横手市特産
品開発支援事業を活用し
て生まれた商品です。
　自然の恵みの天然山菜
を一つ一つ丁寧に採取し
て水煮にしました。１年
を通して手軽に味わえます。国産ならではの風味や食
感をぜひご堪能ください。
　ふき・ぜんまい・山うど・こごみ・さく・みず（100
ｇ入り）、わらび・みずこぶ（80ｇ入り）の８種類をセッ
トにして３名様にプレゼントします。
【提供】よこて６次産業化プロジェクト 　32-8255
※かまくら館の売店で、１セット2,500円で販売しています。

５５
（３/16～４/15日到着分）

（３/16～４/15日到着分）

１１
20122012 春風に揺れるこいのぼり （市立横手病院）

春風に揺れるこいのぼり （市立横手病院）

出羽丘陵に群生する山菜 

 『天然山菜の水煮』

2

　

読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　　６月開催の〝ふるさと会〟のご案内
 ■関東地区大森町ふるさと会
　◎日　時／６月３日（日）正午
　◎会　場／上野精養軒（台東区上野公園）
　◎連絡先／菊池羊二会長   047-430-0567
 
 　ぜひ、首都圏在住のご親戚や知人の方にお知ら 
 せください。

前略、ふるさと様・・・

首都圏横手市ふるさと会
連絡協議会通信

　首都圏には、横手市の出身者が集いさまざまな活
動を行う〝ふるさと会〟が、８地域ごとに設立され
ています。
　各ふるさと会では、それぞれの地域特性を生かし
た活動を展開しているほか、各地域の横の連携を図
るため『首都圏横手市ふるさと会連絡協議会』を組
織し、全地域が一体になったイベントの企画などを
行っています。

広告

た
よ
り
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確かな技術に裏打ちされた一品
　

印
章
は
、
自
分
の
意
思
を
決
定
す
る
証
と
し
て
、
日
常
生

活
は
も
ち
ろ
ん
、
人
生
を
左
右
す
る
よ
う
な
重
要
な
場
面
に

も
用
い
ら
れ
る
。
伝
統
の
手
彫
り
技
法
を
受
け
継
ぎ
、
長
年

に
わ
た
り
印
章
を
作
り
続
け
て
い
る
巧
が
堀
内
さ
ん
で
あ
る
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
手
先
が
器
用
だ
っ
た
と
い
う
巧
は
、
中
学

卒
業
と
同
時
に
父
が
創
業
し
た
印
房
で
製
作
の
道
を
歩
み
始

め
、
緻
密
な
工
程
を
徐
々
に
自
分
の
も
の
に
し
て
い
く
。

　

作
業
は
、
印
面
に
鉛
筆
で
反
対
に
文
字
を
下
書
き
し
、
毛

筆
で
字
入
れ
を
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
こ
か
ら
刃
先
の

異
な
る
印
刀
を
使
い
分
け
、
丹
念
に
文
字
を
浮
か
び
上
が
ら

せ
、
完
成
さ
せ
る
。
印
材
は
主
に
柘
植
や
黒
水
牛
、
オ
ラ
ン

ダ
水
牛
、
象
牙
な
ど
を
使
用
し
、
銀
行
印
や
実
印
、
角
印
、

会
社
印
か
ら
落
款
と
そ
の
種
類
は
多
岐
に
わ
た
る
。

　

印
刀
な
ど
の
道
具
は
、
手
入
れ
を
欠
か
さ
ず
、
印
材
と
な

る
材
料
に
も
こ
だ
わ
り
、
納
得
の
で
き
る
物
を
使
用
す
る
。

さ
ら
に
彫
り
上
げ
る
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
を
最
良
の
も
の
に
す

る
に
は
、
技
術
と
経
験
が
必
要
だ
。

　

24
歳
の
時
、
職
人
と
し
て
自
信
を
持
ち
始
め
た
巧
に
、
転

機
が
訪
れ
る
。
常
に
目
標
だ
っ
た
父
が
他
界
。
若
く
し
て
店

を
背
負
う
こ
と
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
た
と
い
う
。
閉
店
後
、

深
夜
ま
で
作
業
を
続
け
、
納
得
の
い
く
物
を
作
り
上
げ
た
結

果
、
い
つ
し
か
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
店
舗
に
な
っ
て
い
っ

た
。
１
回
作
る
と
一
生
物
の
印
章
は
、
家
族
で
手
彫
り
の
品

を
求
め
る
顧
客
も
多
い
。

　
「
品
物
を
手
渡
し
た
時
、出
来
栄
え
に
満
足
し
て
も
ら
う
と

次
の
仕
事
の
糧
に
な
る
。
手
彫
り
は
、
地
道
な
作
業
の
連
続
。

し
か
し
、
で
き
あ
が
っ
た
印
章
は
、
機
械
で
の
大
量
生
産
と

は
違
い
、
丈
夫
で
味
が
あ
り
、
ど
こ
に
出
し
て
も
恥
ず
か
し

く
な
い
と
い
う
自
負
も
あ
る
。
物
づ
く
り
に
到
達
点
は
無
い
。

こ
れ
か
も
新
た
な
気
持
ち
で
、
印
章
に
向
き
合
っ
て
い
き
た

い
」
と
さ
ら
な
る
決
意
を
誓
う
巧
の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
も

続
い
て
い
く
。

手彫り印章Vol.77

たくみ

物づくりに頂点は無い。日々の努力を惜
しまず、作り続ける。

堀内　弘三さん（76歳・横手）
ほりうち　こうぞう
昭和11年、旧横手町生まれ。中学卒業後、父が創業
した『堀内印房』で手彫りの印章製作の道に入る。
『堀内印房』は1910年（明治43年）創業の100年を超
える老舗。労働大臣が認定した技能検定印章彫刻１
級取得（昭和46年）。職業訓練指導員認定（昭和45
年）。息子の基矢さんも手彫りの技術を受け継ぎ、
二人で製作する日々を送る。

ち

つ

げ

広告広告

最寄りの図書館で全ての館の
　　　　　　　　蔵書を借りることができます。
○問合せ 中央(雄物川)図書館　22-2300またはお近くの図書館へ図書館だより図書館だより

今月のおすすめ図書

　江國香織など６人の現代作家と著
者が対話し、それぞれの小説に込め
られた想いなどを軽妙に分かりやす
く綴った対談集です。作家の素顔が
感じられる一冊です。

『ロバートキャンベルの小説家神髄』
　ロバート キャンベル＝著／ＮＨＫ出版
『ロバートキャンベルの小説家神髄』
　ロバート キャンベル＝著／ＮＨＫ出版

　実話を基にした小説が、心温まる
絵本になりました。図書館の返却ボ
ックスに紛れこんだ子猫。その愛ら
しさは子どもたちをとりこにし、人々
の心の癒やしとなっていきます。

『としょかんねこデューイ』
　ヴィッキー・マイロン、
　ブレット・ウィター＝文／新潮社

『としょかんねこデューイ』
　ヴィッキー・マイロン、
　ブレット・ウィター＝文／新潮社

・５月12日（土）午前10時30分／十文字
・５月19日（土）午前10時30分／増田
・５月20日（日）午前10時30分／横手・雄物川・大森

５月のおはなし会（会場：各図書館)５月のおはなし会（会場：各図書館)

◆【さきがけデータベース】秋田魁新報社
　平成16年８月４日以降に、秋田魁新報に掲載された記
事を収録。キーワードや日付から過去の記事を探すこと
ができます。

　インターネットでは、たくさんの情報が得られます。
その中でも、企業などが集めた情報を有料で提供してい
るデータベースは、信頼性も高く、調べものに大変便利
です。図書館（山内・大雄以外）では、次のデータベース
を無料でご利用いただけます。

『調べる』がもっと便利に『調べる』がもっと便利に

◆大人向け

◆こども向け

・東京スカイツリー物語／松瀬学
・僕のお父さんは東電の社員です／毎日小学生新聞
・男の子に言ってはいけない60の言葉／小屋野恵
・いるのいないの／京極夏彦＝作、町田尚子＝絵
・雨あがりのメデジン／アルフレッド・ゴメス・セルダ

新着図書の紹介新着図書の紹介
蔵書検索

横手図書館 ・・・・・・ 5月1・2・9・16日
増田図書館 ・・・・・・ 5月1・7・14日
平鹿図書館 ・・・・・・ 5月1・8・15日
雄物川図書館 ・・・・ 5月1・2・9・16日
大森図書館 ・・・・・・ 5月1・8・15日
十文字図書館 ・・・・ 5月1・2・9・16日
山内図書館 ・・・・・・ 5月3～6・12・13日
大雄図書館 ・・・・・・ 5月3～5・7・10・14・17日
雄物川郷土資料館　5月1・7・14日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 5月16日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 5月1・8・15日
えがおの丘 ・・・・・・ 5月1・7・14日
大森健康温泉 ・・・・ 5月7・14日
ゆとりおん大雄 ・・ 5月10日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 5月2～5・9・16日
　西・南部 ・・・・・・ 5月3～6・12・13日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 5月7・14日
南部シルバーエリア　5月7・14日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　5月9・16日（水）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　5月2・9・16日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～16：00
大沢診療所（内科）
　診 療 日　5月14・28日（第2・4月曜）
　診療時間　13：30～15：00
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　5月1・8・15日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　5月2日（水）、
　　　　　　5月10・17日（木）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

　「このカメラ、電池ど
こから入れるんだっけ。
へ～、パソコンでこんな
風に写真を貼っていくん
だ」などと、歴戦の広報
担当が揃う部屋には何と
もそぐわない会話をして
います。４月から広報担
当として配属されたもの
の、アナログが着物を着
て歩いている状態の自分
にやや落胆気味です。早
く皆さんの顔や声を紙面
でお届けできるように頑
張ります。ふるさと横手
への愛情や、一人ひとり
の夢や希望がそこかしこ
ににじみ出る紙面づくり
ができればと思っている
ところです。よろしくお
願いいたします！（寛己）

あとがき
広報担当者のつぶやき
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土 19
日 20

日　6
月　7
火　8

土12

日13

月14
火15
水16
木17

  5/

金 18

木10

火  1

水　2

水　9

金11

Ⅱ

木　3
憲法記念日

金　4
みどりの日

土　5
こどもの日

Pick up!
!

Pick up!
!ピック

アップ
ピック

アップ

Pick up!
!

Pick up!
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◆横手体育館無料開放日 ５月３日（木）9：00～15：00
  種目／卓球、バドミントン、ミニテニス他 　33-2105
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『絵更紗（えさらさ）の世界　』　～6月24日　
『高橋よしひろ40周年原画展』　～5月27日、9：30～17：00、
　5月3日・4日、14：00～高橋よしひろ氏サイン会、
　増田まんが美術館　45-5556
沼入りぼんでん　11：00～厳島神社（平鹿町醍醐荒処）、
　平鹿地域局産業建設課　24-1118
　法 相談予約受付開始5月16日分　市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　健康相談・栄養教室　10：00～11：00、大森健康温泉
2012秋田スカイフェスタ　～5日　

　急 渡辺内科循環器科医院（横手）　35-7020
子どもたちに笑顔と元気を Wii！　～5日、詳しくは14ページ
横手神明社例大祭　～5日、
　4日19：30～、5日16：20～舞楽奉納　32-0650
　急 平鹿総合病院（和賀医師）　32-5124
　急 山﨑医院分院（平鹿）　24-1181

　急 市立横手病院　32-5001
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124
　法 十文字町幸福会館
　　 　10：00～12：00、社協・十文字福祉センター　42-5858
　心 増田地区多目的研修センター

　人 5月9日の人権相談はお休みします
　心 雄物川コミュニティセンター
　行 心 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 横手地域局
　行 心 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）　9:30～12：00
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　心 十文字町幸福会館

第18回全国少年少女野球教室　
　急 市立横手病院（曽根医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
　法 社協・大雄福祉センター（ふれあい館）
　　 　10：00～12：00、社協・大雄福祉センター  52-3311
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　13：00～15：00、市くらしの相談課　35-4099
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

大森リゾート村芝桜フェスタ　～27日
第37回緑の中を歩こう会　詳しくは12ページ
　急 平鹿総合病院（鈴木医師）　32-5124
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00
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●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

５月３日（木）「海賊戦隊ゴーカイジャー
　　　　　　　  ＴＨＥ ＭＯＶＩＥ 空飛ぶ幽霊船」   【31分】
５月４日（金）「カーズ２」 　　　　　　　　　　　 【106分】
５月５日（土）「塔の上のラプンツェル」　　　　　 【101分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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2012秋田スカイフェスタ

■５月３日（木）～５日（土）
　全国の熱気球愛好家が
集う、秋田スカイフェス
タ。色鮮やかな熱気球が
大空を舞い、春の穏やか
な田園風景に彩りを添え
ます。３日の午後７時か
らは熱気球を係留してバ
ーナーを焚く、バルーン
グローが行われ幻想的な
世界が広がります。
◆日　時／５月３日（木）～５日（土）6：00～
◆場　所／市教育センター広場（旧蛭野小グラ
　　　　　ウンド・平鹿町浅舞字釜池175）
　※大会日程は天候により変更・中止となる場合があります。
【熱気球体験搭乗・無料】
◆日　時／５月３日(木)・４日（金）6：30～受付
　※両日とも、先着150人に当日有効の搭乗整理券を配布します。
◆問合せ／秋田スカイフェスタ実行委員会
　　　　　　080-3335-5370 ・5371
●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

　増田町出身の絵更紗作
家・石田五百子氏のご遺
族から、市に寄贈された
作品や絵更紗創始者・元
井三門里氏の肉筆淡彩画
など約40点を展示します。
絵更紗を紹介したビデオ上映も行われますので、
ぜひご来場ください。
◆時　間／９：00～17：00（入館は16：30まで）
◆場　所／雄物川郷土資料館
◆休館日／５月１日、毎週月曜日
◆料　金／一般100円、高校生50円、中学生以下無料
◆問合せ／雄物川郷土資料館 　22-2793
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『絵更紗の世界Ⅱ』
雄物川郷土資料館　特別展

■６月24日（日）まで開催

　市内の野球スポーツ少年団を対象に、プロ野
球選手ＯＢが野球教室を行います。一般の方も
見学できますので、ぜひお越しください。
◆場所／大森野球場　　◆入場料／無料　　  
◆講師／村田辰美（近鉄）、山内英雄（大洋）、大沢
　　　　勉（日本ハム）、仁志敏久（巨人）、小西
　　　　秀朗（国鉄）
◆問合せ／大森生涯学習センター 　26-4073
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『第18回全国少年少女野球教室』
100万人とキャッチボールを！

■５月13日（日）9：00～11：30
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